『舞の本絵巻』の制作をめぐる諸問題　――付、幸若舞曲の絵入り本一覧稿（増補改訂）―― by 小林 健二
『舞の本絵巻』の制作をめぐる諸問題（小林） 




















 『舞の本絵巻』は江戸初期に刊行された絵入り版本「舞の本」三十六番を粉本に制作された大部で豪華な揃いの大型絵巻である。三十六番が絵巻として作られたと想定できるが、現在は散逸して国内外に十二軸十五番のものと六軸十一番の二系統の伝本が確認できる。それらを悉皆調査して「舞の本」から豪華な絵巻へと作られた様相 考察し、同時代の文芸享受史への位置づけをはかった。さらに、 「舞の本」を粉本として豪華な 本も同じ工房で作られたこと、これらの豪華な絵巻・絵本が松平家などの大名によって注文制作されたことにも言及した。また、現存する幸若舞曲を題材とした絵巻・絵本を概観できるように「幸若舞曲の絵入り本一覧稿（増補改訂） 」を付
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『舞の本絵巻』の制作をめぐる諸問題（小林） 





















曲の名前が記されており、その曲目と「舞 本 三十六番の曲目が重なることを報告 、反故の書かれた時期が寛永六・七年頃 ことから「舞 本」の刊行もその頃であろうとの見解を示されているが、首肯されるべき説であ





このセットは需要があったようで、東洋文庫には、 「大職冠」 「烏帽子折」 「八島」 「堀川夜討」 「高館」の五番の版を
新たにした三十六番の揃い本がある。この揃い本は版式は
そのままに、本文は読み易さをはかって句読点を施すなど
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であるが、初期の曲舞は寺社の縁起などを語り聞かせる短いものであったようだが、応仁・文明の乱あたりを境にして軍記物を素材とした長編の物語が語られるようになった
。現在は約五十曲のレパートリーがテキストとして残って




くの材料 提供したのはお伽草子 呼ばれ 物語群であり、次ぎに多いのが幸若舞曲である。現在、管見によると、絵巻・絵本に仕立てられた幸若舞曲は約三〇〇点を数え、その一覧 付録として後に掲げた。絵入り本に作られた理由は、内容がお伽草子と同様に絵画化するのに相応しかったことと 長くても三巻程度と う分量が適していたためと考えられる。語り物芸能 、江戸時代
に入ると浄瑠璃などに取って代わられ衰退してしまうが、
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○外題、金色地の題簽の上半分に「三十六番舞」と墨書され、下半分にその巻に所収される以下の曲名が記される。
巻一「ゆりわ□」 、巻二「高たち」 、巻三「ふしみときは・ときはもんたう・いるか」 （但し、 「いるか」は曲名のみで本文はなし） 、巻四「景□」 、巻五「笛のまき・未来記・剣さんたん」 、巻六は外題の墨書不明。
 
○内題、各曲の冒頭に以下の曲名が記される。巻一「ゆりわか大臣」 、巻二「高たち」 、巻三「景清」 、巻四「伏見とき





























































































○外題、 金色霞引き地の題簽にその巻に所収される以下の曲目名が記される。 巻一 「太しよくわん」 、 巻二 「もんかく・
ゆめあはせ・馬そろへ」 、巻三「ゑほし折」 、巻四「小袖曾我・十番切 、巻五「元服曾我・和田さかもり」 。
 




































の本」を題材とした絵本は、三十六 「 つもり」 十番切 は上巻を欠く）を大型 絵本四十七冊に仕立てたも





































































































右のようであるが、 「舞の本」三十六番中の「大職冠」 「那須与一」 「浜出」の三番が欠けており、その代わりとして








比べると多少の違いはあるもの 、同構図が多いことなどから、同じ工房で製作されたものと思われる。とすると、この時期に、 「舞の本」 を粉本とした二種類の絵巻と絵本一種類 ていたことがうかがえるのである。 ような豪華な揃いの絵巻・絵本は特別注文で作 れたものと考えられ、日大本や海の見える杜本 徳川家・松平家の旧蔵であったことから、大名家の注文により制作されたも と分かるの ある。
 






























して描いているわけではない。一般に版本を粉本 する場合、挿 に関しては絵師の裁量によって独自の図柄を描き込むことがまま見受けられる。ただその場合も、構図 左右を逆にしてみたり、主要で い人物 景物を増やしたりと画題の内容には触れないものが多い。し し 舞 本絵巻』の場合はそれだけではなく、挿絵によっては本文
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うとする場面で、両絵はほぼ同じ図柄になってい が 版本 挿絵では敦盛は甲を被ったままである に対して、巻では直実が敦盛 甲を取りはがし、 髻をつか まさに首を
掻き切ろうとする描写となっているのは、 本文に、 「甲






映させようとする絵師の意図がうか えるのである。このことは、 『舞の本絵巻』 「舞 の挿絵 縮小再生産するのに終わらず 新しい視覚文芸とし より物語に則した作品世界 描出している 評価 きよう。
 











ろだが、筆者の眼を引いたのが、 「満仲」における景物の描写である。一つは幸寿丸 母親と最後の別れをする場面【図版参照】で、版本 挿絵 は屋敷の一室で幸寿と母が対面する図柄となっており、絵本もほぼ同じ構図で描かれる。ところが、よく見ると右の縁側の板絵に「雪持ちの芭蕉」が描かれている である。芭蕉は夏の植物であり、雪持ちの芭蕉は現実には有り得ない無常や かないことの譬えに引か るもので、中世に連歌や和歌の世界で育まれたイメージ ある。こ 芭蕉図は、美女御前の身代わりとなって父に討た る幸寿丸のはかない命を象徴するモチーフとし 、絵師が書き添えたと考えら よう。もう一つは 仲光が斬った幸寿丸 首を妻（幸寿の母） も に持参し、それを見て母 嘆き悲しむ場面であ 。版本の挿絵では、屋敷の一室で母が 首を抱 て泣き崩れ、それを見て仲光も傍らの女房も泣き入ると う場面が描かれ、絵本もほぼ同じ構
 
『舞の本絵巻』の制作をめぐる諸問題（小林） 
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図・図柄となっている。ただ、絵本の挿絵には庭の籬に「
朝顔」の花が盛んに咲いている様子が描かれているのであ









曲分（ＣＢＬ系と日大本系に見られ 以外の曲）も絵巻が作製された 想 。三十六番も 舞の本絵巻が整作されていたとしたら、二十～二十五軸ほどの絵巻がセット 作られた とにな これは近世前期の絵巻史上において画期的な事業 言えよう。このような大部で豪華な揃い物 の制作は一介の町書肆の手 よるものではなく、かなりしっかりとし 制作統括者がいて、作業を行う工房がなければ実現しないであろう。
 
 
ところで、この絵巻における挿 の画風と詞書の筆跡がよく似た例として、 『太平記絵巻』が指摘されている。 『太
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○このような豪華で大部な大型 巻 他にも『太平記絵巻』 『源平盛衰記絵巻』 『保元平治物語絵巻』などあるが
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『天理図書館稀書目録』 『大東急記念文庫貴重書解題』 『中京大学図書館蔵国書善本解題』 『王舎城美術宝物館近世
 － 24 －

















































































































































































































































 下巻のみ一軸（奥書 「藤原行長」印） （◎○奈良絵本国際研究会議編『在
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Ａ 【寛永丹緑】 東洋文庫 「寛永九年十二月中野道也」 （◎ 『幸若舞曲
 御伽草子』 昭和




























































 一軸 （伝白川雅喬筆） （○福田晃・真鍋昌弘編 『幸若舞曲研究九』 平成
8、




































































































































































































































52） 。 【舞の本】 。
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國學院大學図書館
 絵本横本
 江戸前
 一冊。
 
 
 
明星大学図書館
 絵本大本
 江戸前
 二冊（○柴田雅生「明星大学蔵
 
奈良絵本『新曲』釈文」 『明星大学研究紀要
（言語文化学科） 』
14、平成
18。※『明星大学蔵絵入り和本の基礎的研究とＷＥＢ公開、教育実践への応用』
平成
23。明星大学図書館
H
P「絵本・絵巻の世界」
 http://ehon-e
m
aki.m
eisei-u.ac.jp/index.html）
 
 
 
愛知県立大学
 絵本横本
 元禄
 三冊（※長谷川端「愛知県立大学蔵奈良絵本『しんきょく』と『太平記』絵入り本」
『武家の文物と源氏物語絵』平成
24） 。
 
 
 
臨川書店和洋古書善本特選目録春期特集号平成
15年
2月
 絵本縦本
 江戸前
 二冊。
 
 
 
臨川書店和洋古書善本特選目録春期特集号平成
15年
11月
 絵本縦
 江戸前
 二冊。
 
 
 
臨川書店和洋古書善本特選目録春期特集号平成
15年
2月
 絵巻
 江戸前
 二軸（函書
｢一條宮并御息所物語
｣） 。
 
 
 
臨川書店和洋古書善本特選目録春期 集号平成
15年
11月
 絵巻
 江戸前
 二軸（函書
｢一條宮并御息所物語
｣） 。
 
 
 
臨川書店和洋古書善本特選目録夏期 集第
16号平成
20年
6月
 絵巻
 江戸前
 二軸 （函書
｢一條宮并御息所物語
｣） 。
 
 
 
思文閣
208 絵巻
 桃山頃
 二軸。
 
 
 
思文閣
219 絵巻貼り交ぜ屏風
 寛文延宝
 六曲一双（全四十八面。詞書三十五面・挿絵十三面） 。
 
 
 
二〇〇八年国際稀覯本フェア
 思文閣
 絵本横本
 元禄頃
 三冊。
 
 
 
東京古典会平成
20  絵本横本
 元禄頃
 三冊→愛知県立大学。
 
 
▼海の見える杜美術館
 絵本大本
 寛文延宝
 二冊（府内藩旧蔵揃い本の内）→思文閣
183。
 
 
